













柳澤 真也，大澤 貴志，齋藤 健一
小林 勉，山本 敦史，髙岸 憲二
（群馬大院・医・整形外科学）
【目 的】 膝関節超音波検査 (以下US)を行い,臥位非

















荷重位と比較し荷重位で狭小化を認めた.NWPJS:non OA群 6.1±1.2mm,OA群3.5±2.0mm,WPJS:non OA
群 5.3±1.0mm,OA群2.8±1.5mmで,OA群で有意に関
節裂𨻶の狭小化を認めた.半月板変位量では非荷重位と
比較し荷重位で変位量の増加を認めた.NWMRD:non OA群2.4±0.9mm,OA群 6.1±2.6mm,WMRD:non OA群 3.0±0.9mm,OA群 7.0±2.7mmで,OA群で有意
に半月板変位量の増加を認めた.骨棘形成有無では,
KL0,1群と比較し2,3,4群で有意に骨棘形成を認め,
non OA群 2％,OA群 97.7％で有意にOA群が多かっ
た.またUSでのX線上OAの診断率は感度90.8％,特































田鹿 毅，小林 勉，山本 敦史
高岸 憲二 （群馬大院・医・整形外科学）
金子 哲也 （井上病院 整形外科）
【目 的】 我々は手根管症候群 (CTS)患者における術
前,術後6か月,12か月の正中神経超音波像の形態的変
化と臨床症状変化 (神経伝導速度,CTSI-JSSH,Quick DASH)を検討し,両者の相関を調査したので報告する.
【対象と方法】 CTS患者は男性3人4手 (年齢30歳か
ら79歳)女性7人8手 (年齢38歳から69歳)計10人
12手を調査した.全例に対し小皮切による観血的手根管
開放術を施行した.超音波検査は1:豆状骨,舟状骨高
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